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太田義邦 ･岡田成賛 (大阪歯大 ･解剖)
脊髄こ神経根の血管構築に関してはAdamkiewicz
(1882)とKadyi(1889)の2人が画期的な発見を
して以来､脊髄の血行に関しては多くの研究が発
表されてきた｡しかし､中枢神経系である脊髄と
末梢神経系である脊髄神経との間を連絡する神経
根の血管構築について観察したものはない｡本研
究では､微細血管鋳型標本を作成し(Ohtaら､
1990)､走査電顕下で脊髄一神経根一脊髄神経線
維の経路を連続して立体的に観察した｡
1.脊髄
脊髄内動脈血は2系統に大別され､その1つは
前脊髄動脈より分岐して脊髄中心部を栄養する中
心動脈と､もう1つは前･後の脊髄動脈よりなる
軟膜動脈叢および後脊髄動脈からの多数の穿通枝
よりなっていた｡これら動脈枝より毛細血管が派
出され､灰白質では毛細血管は密な網目を形成し､
白質では放射状に走行しながら疎な網目を形成し
ていた｡また脊髄前角の毛細血管網の網目は後角
のそれよりも大きく(疎く)なっていた｡
2.神経根および後根神経節
分節血管(segmental vessel)から脊椎枝(spin-
albranch)が出ており､これより脊椎前校と後枝
および神経根枝が派出されていた｡神経根枝から
神経根栄養動脈と神経節栄養動脈が分岐して､神
経根と後根神経節に分布していた｡神経根には長
軸方向にラセン走行する10-15本の毛細血管が分
布していた｡また､この毛細血管は脊髄灰白質に
分布する毛細血管と連続していた｡
後根神経節では神経節の表層に動脈網と静脈網の
形成が認められ､それより神経節内に向けて毛細
血管が派出し､節内では規則的な毛細血管網が分
布していた｡表層の静脈網は分節静脈に直接流入
していた｡
3.脊髄神経線維
神経周膜の外側では毛細血管網の形態を示し､
神経周膜の内側では毛細血管はラセンを描きなが
ら神経長軸方向主体に走行し､疎い網目を形成し
ていた｡
以上､脊髄と末梢神経との中間的位置に存在する
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